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令 和 ６ 年 度 島 根 県 政 世 論 調 査 に つ い て 
 

島根県政世論調査は、県民の意識を把握し今後の県政推進のための基礎資料とするため、

昭和47年度から実施している。 

 

１ 調 査 の あ ら ま し 

 (1) 調査設計  

  ① 調査地域：島根県全域 

  ② 調査対象：県内在住の満１８歳以上の方 

  ③ 標 本 数：２,０００ 

  ④ 抽出方法：層化無作為抽出法 

  ⑤ 調査方法：郵送配布、郵送回収またはインターネットによる回答 

  ⑥ 調査時期：令和６年８月 

 

 (2) 回収結果  

 回 収 数（率）：１,１２２（５６.１％） 

［郵送回答：774（69.0％）、WEB回答：348（31.0％）］ 

 

 

 

  

令和７年１月 17 日 

総 務 委 員 会 資 料  

政策企画局広聴広報課 

回答者年齢構成（年齢について無回答を除いた集計） 

※18～29歳 5.4% 

18～19歳

0.6%
20～29歳

4.8%
30～39歳

8.1%

40～49歳

12.6%

50～59歳

16.4%
60～69歳

22.0%

70歳以上

35.6%

n=1,111
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２ 主 な 調 査 結 果  

 

 (1)「竹島」について  

問１１ あなたは、竹島をめぐる問題に関心がありますか。（P.35） 

 

 

 

 

 

  
大いに関心がある

21.7%

多少関心がある

46.0%

あまり関心がない
26.0%

全く関心がない

5.5%
無回答

0.8%

令和６年度(n=1,122) 

『関心がある（計）』が６７．７％ 

・「大いに関心がある」（２１．７％）と「多少関心がある」（４６．０％）の合計 

・昨年度（６２．９％）から約５ポイント増加 

20.4

19.6

21.3

33.8

29.8

23.0

32.1

32.8

15.3

11.1

16.2

12.2

22.3

23.9

37.9

51.9

52.2

45.5

45.9

43.9

42.5

50.0

44.3

51.0

42.2

49.5

55.5

47.6

49.6

42.9

22.5

26.1

26.1

16.2

20.2

27.6

14.3

17.8

27.7

33.3

26.7

27.4

24.3

23.1

14.6

4.7

2.2

5.6

4.1

6.1

6.9

3.6

4.7

5.3

12.2

7.6

4.9

5.8

3.0

2.9

0.5

0.0

1.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.4

0.7

1.1

0.0

0.0

0.0

0.4

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

松江地区(n=387)

雲南地区(n=92)

出雲地区(n=268)

大田地区(n=74)

浜田地区(n=114)

益田地区(n=87)

隠岐地区(n=28)

男性(n=472)

女性(n=600)

18～29歳(n=90)

30～39歳(n=105)

40～49歳(n=164)

50～59歳(n=206)

60～69歳(n=268)

70歳以上(n=240)

地
域

別
性

別
年

齢
別

大いに関心がある 多少関心がある あまり関心がない 全く関心がない 無回答

21.7 

21.0 

23.1 

21.1 

23.8 

46.0 

41.9 

47.9 

43.4 

43.9 

26.0 

28.5 

23.2 

27.4 

24.8 

5.5 

7.5 

5.2 

6.5 

6.3 

0.8 

1.1 

0.6 

1.5 

1.2 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

R6

R5

R4

R3

R2

(%)

20.4

19.6

21.3

33.8

29.8

23.0

32.1

32.8

15.3

11.1

16.2

12.2

22.3

23.9

37.9

51.9

52.2

45.5

45.9

43.9

42.5

50.0

44.3

51.0

42.2

49.5

55.5

47.6

49.6

42.9

22.5

26.1

26.1

16.2

20.2

27.6

14.3

17.8

27.7

33.3

26.7

27.4

24.3

23.1

14.6

4.7

2.2

5.6

4.1

6.1

6.9

3.6

4.7

5.3

12.2

7.6

4.9

5.8

3.0

2.9

0.5

0.0

1.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.4

0.7

1.1

0.0

0.0

0.0

0.4

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

松江地区(n=387)

雲南地区(n=92)

出雲地区(n=268)

大田地区(n=74)

浜田地区(n=114)

益田地区(n=87)

隠岐地区(n=28)

男性(n=472)

女性(n=600)

18～29歳(n=90)

30～39歳(n=105)

40～49歳(n=164)

50～59歳(n=206)

60～69歳(n=268)

70歳以上(n=240)

地
域

別
性

別
年

齢
別

大いに関心がある 多少関心がある あまり関心がない 全く関心がない 無回答

(n=1,122) 

(n=982) 

(n=1,088) 

(n=1,259) 

(n=1,325) 
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 (2) 広聴広報活動について  

問６ あなたは、県が行うイメージ発信広報をご覧、又は、お聴きになったことがありますか。（P.23） 

 

 

 

 

問７ （問６で「見たことがある・聴いたことがある」と回答した方に）あなたは、どの広報をご覧、又は、お聴き 

になったことがありますか。〔複数回答〕 （P.25） 

 

 

 

54.9

47.7

45.4

25.7

26.5

29.1

17.6

22.5

22.7

1.8

3.4

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4

R5

R6

見たことがある・聴いたことがある

広報していることは知っているが、見たこと・聴いたことはない

広報していることも知らないし、見たこと・聴いたこともない

無回答

58.5

57.0

27.7

21.4

11.6

5.5

4.7

4.5

2.2

1.4

58.1

56.6

15.0

27.1

8.3

5.1

7.1

4.1

5.8

2.6

60.1

61.5

27.0

24.3

5.9

3.5

5.4

3.5

3.0

1.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

Ｕターン・Ｉターンを呼びかける新聞広告

ミニドラマ「しまねがドラマになるなんて！」

しまね暮らしのイメージ テレビＣＭ（「誰もが、誰かの、

たからもの。」、島根県民の歌のリレー歌唱など）

島根の暮らしをイメージさせる雑誌広告

エフエムラジオ番組「HEARTFUL DAYS（ハートフルデイズ）」

「いいけん、島根県 プロモーションムービー」（ユーチューブ）

「しまね移住ＰＲムービー Craftsman's Base Shimane」（ユーチューブ）

「いいけん、島根県」特設ホームページ

「島根ライフスタイルブック」（紙版、電子版）

無回答

R6(n=509) R5(n=468) R4(n=597)

(%)

「見たことがある・聴いたことがある」が４５．４％ 

・昨年度（４７．７％）から約２ポイント減少 

「U ターン・I ターンを呼びかける新聞広告」（５８．５％）が最も高く、次いで「ミニドラマ『しまねがドラマ 

になるなんて！』」（５７．０％）、「しまね暮らしのイメージ テレビＣＭ」（２７．７％） 

(n=1,122) 

(n=982) 

(n=1,088) 
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問８ （問６で「見たことがある・聴いたことがある」と回答した方に）あなたは、イメージ発信広報をご覧、又 

は、お聴きになって、将来、ご自身が島根で暮らし続けたいと思いましたか。（P.28） 

 

 

 

 

 
 

 

問９ （問６で「見たことがある・聴いたことがある」と回答した方に）あなたは、イメージ発信広報をご覧、又 

は、お聴きになって、将来、お子さんや友人などに島根で暮らすことを勧めようと思いましたか。（P.30） 

 

 

 

 

 

 

26.8

26.9

29.7

40.0

35.9

37.7

24.1

28.2

24.2

3.9

2.8

3.5

1.0

0.6

0.4

4.2

5.6

4.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4

R5

R6

ぜひ、暮らし続けたいと感じた 暮らし続けてもいいかなと感じた

どちらともいえない あまり暮らし続けたいとは感じなかった

暮らし続けたいとは全く感じなかった 無回答

12.6

16.2

15.3

38.7

34.0

35.4

33.5

37.2

35.4

5.9

5.1

6.1

2.5

1.7

1.8

6.9

5.8

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4

R5

R6

ぜひ、勧めたいと感じた 勧めてもいいかなと感じた どちらともいえない

あまり勧めたいとは感じなかった 勧めたいとは全く感じなかった 無回答

『暮らし続けたいと感じた（計）』が６７．４％ 

・「ぜひ、暮らし続けたいと感じた」（２９．７％）と「暮らし続けてもいいかなと感じた」（３７．７％）の合計 

・昨年度（６２．８％）から約５ポイント増加 

 

『勧めたいと感じた（計）』が５０．７％ 

・「ぜひ、勧めたいと感じた」（１５．３％）と「勧めてもいいかなと感じた」（３５．４％）の合計 

・昨年度（５０．２％）と同程度 

 

(n=509) 

(n=468) 

(n=597) 

(n=509) 

(n=468) 

(n=597) 
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(3) 男女共同参画社会への理解、女性が働き続けていくことの現在の状況  

問 31 「男は外で働き、女は家庭を守る」というような、固定的な性別による役割分担の考え方について、あ

なたはどう思いますか。（P.86） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 32 一般的に、女性が働き続けていくことについて、現在どのような状況にあると思いますか。（P.88） 

 

 

 

 

 
 

  

2.3

3.6

2.0

14.0

20.9

13.5

30.1

31.6

30.7

52.0

42.3

52.9

1.6

1.7

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4

R5

R6

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

4.0

6.3

7.0

33.7

40.9

36.9

46.6

39.1

46.0

12.9

6.3

8.2

2.8

7.3

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R4

R5

R6

働き続けやすい どちらかといえば働き続けやすい

どちらかといえば働き続けにくい 働き続けにくい

無回答

『そう思わない（計）』が８３．６％ 

・「そう思わない」（５２．９％）と「どちらかといえばそう思わない」（３０．７％）の合計 

・昨年度（７３．９％）から約１０ポイント増加 

『働き続けやすい（計）』が４３．９％ 

・「働き続けやすい」（７．０％）と「どちらかといえば働き続けやすい」（３６．９％）の合計 

・昨年度（４７．２％）から約３ポイント減少 

 

(n=1,122) 

(n=982) 

(n=1,088) 

(n=1,122) 

(n=982) 

(n=1,088) 
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(4) 防災への取り組み  

問 34 あなたは、日ごろから台風や大雨、地震などに備え、家庭でどのような防災対策に取り組んでいます

か。〔複数回答〕（P.92） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 島根県に愛着や誇りを持っている理由  

問 44 あなたが島根県に愛着や誇りを持っている理由は何ですか。〔複数回答〕（P115） 

 

 

 

 

70.8

39.5

24.9

20.7

20.1

18.1

11.5

10.3

3.4

2.4

1.9

8.9

1.3

70.6

36.7

23.9

20.1

18.3

18.2

9.8

10.5

3.8

1.8

1.8

9.0

1.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

長く住み慣れているから

好きな風景や景色があるから

人と人とのつながりが豊かだから

歴史や文化が豊かだから

子どもの頃から地域の祭りや行事に参加してきたから

親しい人や尊敬できる人がいるから

他の地域に住んでみて島根の良さや魅力に気づいたから

学校・家庭・地域で島根の良さを学んできたから

島根県に愛着や誇りはない

夢や希望に向けて挑戦できる環境があるから

その他

どちらともいえない

無回答

令和６年度(n=1,122) 令和５年度(n=982)

(%)

「自分が避難する避難場所や避難経路、地域の危険箇所の確認（市町村が配布するハザードマップ

などによる確認）」（４９．８％）が最も高く、次いで「携帯ラジオ、懐中電灯、食料、医療品、マスクなど非

常持出品の準備」（４７．６％）、「県または市町村が運営する携帯メールなどによる地震・気象情報な

どの入手」（４０．９％） 

「長く住み慣れているから」（７０．８％）が最も高く、次いで「好きな風景や景色があるから」（３９．５％）、

「人と人とのつながりが豊かだから」（２４．９％） 

49.8

47.6

40.9

16.4

11.3

7.3

1.2

16.1

0.8

52.3

52.7

40.3

17.8

8.8

6.6

1.2

16.2

1.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

自分が避難する避難場所や避難経路、地域の危険箇所の

確認（市町村が配布するハザードマップなどによる確認）

携帯ラジオ、懐中電灯、食料、医療品、マスクなど

非常持出品の準備

県または市町村が運営する携帯メールなどによる

地震・気象情報などの入手

家具、冷蔵庫などの転倒防止対策

地域住民が主体となり実施する防災訓練、防災講演会

などへの参加

県または市町村が開催する防災訓練、防災講演会

などへの参加

その他

特にない

無回答

令和６年度(n=1,122) 令和５年度(n=982)

(%)

R6(n=1,122)、  R5(n=982) 
ｚ ｚ

R6(n=1,122)、  R5(n=982) 
ｚ

ｚ

ｚ

ｚ

ｚ

ｚ

ｚ

ｚ


